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〈研究活動報告〉

はじめに

2025年11月7日（金）～10日（月）にかけて、

第14回東アジア学術交流フォーラムが中国の

華僑大学厦門キャンパスにて開催された。日本

から3名、韓国から3名、中国から4名が研究報

告を行い、非常に有益で楽しい学術・人的交流

を行った。

7日は日本、韓国、中国の錦州などから厦門

の高崎空港にそれぞれ向かい、華僑大学の公用

車にてホテルに移動した後、華僑大学の招待所

レストランにてレセプションが行われた。

8日は一日中学術シンポジウムが行われ、9日

は厦門の観光名所などを訪問しながら東アジア

の歴史・文化・経済交流についての理解を深め

た。10日はまた高崎空港にて再会の挨拶を交え

ながらそれぞれ帰途についた。

１．学術シンポジウムの概要

8日は朝9時から17時10分まで学術シンポジ

ウムが行われたが、午前の部会で4報告、午後

の部会で4発表があった。日本側から2報告、

韓国側から3報告、中国側から3報告があった

が、プログラムの詳細は添付の資料をご参照い

ただきたい。

午前の第1報告は、わが県立大学地域創造学

部の尹清洙教授と虞尤楠准教授、そして中国渤

海大学経済学部の趙壮講師の共同研究報告

「Empirical Analysis of Management Dynam-

ics of Japanese Companies in China」であっ

た。中国に進出している日系企業の最新の動態

について、日本貿易振興会（ジェトロ）の実態

調査データを用いて実証分析を行ったものであ

る。

続く第2報告は、韓国東亜大学国際専門大学

院修士課程の Jee-Seung HAN 氏の「Ontolo-

gy-Driven Knowledge Graph Construction for 

International Relations」であった。日中韓の

それぞれの国際関係に関するアンケート調査を

用いて知識クラブを構築し、オントロジーを用

いて表現方法を明確にすることにより、最近の

日中韓三ヶ国の世論の特徴を明らかにしたもの

である。

コーヒーブレイクを挟んで、華僑大学の Xin-

Dong ZHAO 教授より第3報告「Reasons for 

Insufficient Consumption in China」が行われ

た。近年中国における子供教育コストの急上昇

や社会保障制度などについて詳細に追跡し、そ

れが実質消費にどのように影響を及ぼすかにつ

いて実証分析を行ったものである。

そして、第4報告は、香川大学の Feng YAO

教授の「Deep Seeking the Causal Relation-

ships between GDP and International Trade 
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of China-US-Japan」であった。日米中三ヶ国

の GDP と国際貿易の長期時系列データを用い

て、三ヶ国の経済の相互依存関係を実証的に明

らかにしたものである。

お昼は満漢全席級の豪華ランチを楽しんだ

後、学内見学を行い、14時30分より午後のセッ

ションが始まった。

第5報告は、韓国東亜大学国際専門大学院の

Suk-Jun LIM 教授の「Industrial　Divergence 

and Global Value Chains：A Comparative 

Study of Korea and Taiwan’s Semiconductor 

Trajectories」であった。韓国と台湾の半導体

産業の発展プロセスについて、財閥系の強力な

リーダーシップによる韓国と民間企業を中心と

して発展してきた台湾の異なる歴史背景から比

較分析を行ったものである。

第6報告は、華僑大学の Shu YANG 専任講師

による「The Synergetic Test of Human Capi-

tal Stock and Regional Economic Development 

in Northeast China」であった。中国東北三省

の省別パネルデータを用いて人的資本投資が地

域経済発展に与える影響について計量分析を行

ったものである。

そして、ティータイムで厦門特産の果物など

を賞味した後、韓国東亜大学国際専門大学院の

Eun-Ju LEE 研究員より第7報告「Examining 

China’s Official Media Coverage  of US-Ja-

pan-South-Korea Trilateral Cooperation (2010-

2024)」が行われた。中国の人民日報などの公

的メディアの報道を用いてテキストマイニング

の手法を用いて、日米韓の三者協力について実

証分析を行ったものである。

最 後 の 第 8 報 告 は、 華 僑 大 学 の Yi-Dan 

HUANG 准教授の「The Impact of Agricul-

tural Place Branding’s Crisis and Scapegoat 

on Consumer Forgiveness -An Analytical and 

Empirical Research Based on Situational Crisis 

Communication Perspective」であった。近年

インターネットや SNS の普及により、地域農

産品ブランドの風評被害が急速に広範囲に広が

っている実態について理論的・実証的研究を行

ったものである。

全体として、東アジア経済の相互依存関係や

地域経済の発展における諸課題について実証分

析を行ったものが大半で、質疑討論などを通じ

て活発な議論を行い、非常に収穫の多いシンポ

ジウムであった。

２．エクスカーションの概要

9日にはエクスカーションが行われ、厦門の

いくつかの歴史文化観光名所を訪問した。

厦門市は佐世保市と姉妹都市関係にあり、観

光の途中に「佐世保路」の大通りにも出会い、

深い感銘を受けた。廈門市思明区鼓浪嶼（離島）

には鄭成功記念館があり、鼓浪嶼は2017年に世

界遺産に登録され、中国の国家級の風景名勝地

でもある。何だか平戸にある鄭成功記念館や美

しい千里ヶ浜ビーチが思い浮かんだ。

また、厦門の国際定期船中心埠頭と五通埠頭

を訪れた。国際定期船中心埠頭から水頭港（台

湾金門県）まで毎日12往復、五通埠頭からは毎

日6往復の船便が運行されており、福建省（中

国）と金門県（台湾）の両地方政府は地域交流

協定を結んで、積極的に経済交流活動を進めて

いることが分かった。日本と韓国のパスポート

を所持すれば、何の手続きも必要せず（ノービ

ザ）、厦門から金門県に入ることができる。中

国のパスポートであれば厦門地方政府から通行

証の発行手続きが必要であった。
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なお、厦門から金門県までの最短距離は2Km

位で、国際定期船中心埠頭と五通埠頭から水頭

港までフェリーにておよそ30分で渡ることが

できる。

エクスカーションの後は「上饍」というレス

トランにて厦門の郷土料理を楽しんだ。厦門は

海に面しており海産物も豊富で、水資源にも恵

まれているため当地で取れた旬のタケノコなど

の野菜も非常に新鮮であった。全体としてオイ

スター風味で、あっさりさっぱりした料理が多

く、日本人の口にも非常に合う美味しいものば

かりであった。

３．今回の学術交流フォーラムの運営体
制について

今回のフォーラムのホストは華僑大学現代応

用統計・ビックデータ研究センター、福建省「一

帯一路」デジタルビックデータ研究所で、共同

ホストは韓国東亜大学 SSK グローバル AI ネ

ットワーク研究センターである。

主催側の責任者に実際の経費負担について尋

ねたところ、華僑大学の外事弁公室（国際課）、

数理統計研究大学院、福建省のデジタルビック

データ研究所の関連予算の支援をうけたという

回答があった。また、十分な予算が確保できた

ため、韓国側からの経費支援の要請は辞退した

という補足説明もあった。

終わりに

昨年に続き、今回もベトナムの Dong-A 大学

からの参加者はいなかった。中国、韓国の責任

者と相談し、日中韓三ヶ国の大学で引き続き対

面にてこのフォーラムを継続することで確認が

取れた。

なお、来年は長崎県立大学の佐世保校がホス

トを務める当番である。
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